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ことで、どのような組織形態、働きかけ方が有効なのかについてヒントを得られる。たとえば葉山アツコによれば、フィリピン農村でみられるほとんどの協同行動が、短期の二者間関係を通じたも だという。そういう協同原理 働いている農村で、 ミュニティ林の奨励といった長期的かつ集団的に資源を管理するプロジェク がうまくいかなかったのは当然であろう。インドでは、受益者の自己負担を条件づける補助金供与が、共同資金を調達するという村の組織行動を促す可能性がある。中国農村（山田七絵）で個別農家の自発的な組織化を期待するのは難しいが、地域社会のもつ共有資源を契機とする共同事業はうまくいくかも知れない。そのことは なわ
ち、地域社会のあり方によって、共同事業を担える地域単位と効果の期待できる事業の種類が、ある程度決まってくるということである。　
組織過程アプローチは、開発実
践者にも意味 ある方法である。これによって地域社会システムの類型化ができれば、ワーカーが自分の実践対象地域社会を理解するう
え
で
の
参
照
モ
デ
ル
に
な
る
だ
ろ
う。ジャワやミャンマーのように村が担い手になる型なのか、フィリピンのよ に二者間関係が優越する社会なのか、インドや中国のように村レベルでの資源動員・利用に秀でた地域社会なのか。もし参照すべきモデルが ければ、実践者自身が組織過程アプローチを使って地域社会の組織化メカニズムをみつければよい。　
このような参照モデルを作り、
適用し、評価・再構築 るような作業を、実践者と研究者が協力して
行
え
な
い
だ
ろ
う
か。
「
地
域
社
会
の捉え方」 開発実践者が共有でき
れ
ば、
参
加
型
開
発
の「
歩
留
ま
り」は多少とも向上すると思うのだが。（し
げ
と
み
　
し
ん
い
ち
／
ア
ジ
ア
経
済
研究所
　
地域研究センター）
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